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「宿泊利用は夕方から翌朝までしか使えないのでしょうか？」
「土日や祝日の日帰りはやってないのでしょうか？」
といったご質問を頂きます。都度ご説明して参りましたが、誤解されている
方も多い様でうすので改めて誌面にてご案内致します。
宿泊については、現状【朝入所から翌日夜半退所】まで、ご事情に応じて、
弾力的な時間幅でお受けしております。
ただし、ご利用時間が長時間化する程、職員配置（同姓介護等）も長時間
化し、運営を苦しくするという面もあります。しかし、福祉施設であるという矜
持から緊急性や必要性に応じて、長時間や連泊もお受けしております。
どうか、ご相談頂ければと存じます。
日帰りについては、当初移動支援事業も運営している為、土日祝日の職
員配置が難しく、中々開所できなかった経過があります。しかし、現在は職
員層も厚くなり、ほぼ全日開所できております。又、調理会などのプログラム
も取り組んでおります。どうか、土日祝の活動の場としてもご活用下さい。

トマト・胡瓜は秋の野菜達に役を譲って 舞台から消えて行きました。茄子は、思い切った強剪定を
行い残した全ての節からは新芽が出ており、菜園の舞台に残っております。野菜のラインナップを
新たにし、皆様に食べて頂ければ、嬉しいです。

「うちの子、こんな活動ができたのでしょうか？」
といったご質問も頂く事があります。
ショートステイは、ご本人がご家庭や保護者の方の前とは違ったお顔を見
せてくれる場面でもあります。又、我々もただ介護をさせて頂くだけではなく、
取組（プログラム）や”かわった遊び”をして頂くよう努めております。現場の
多忙さから、報告書での記述が断片的にならざるを得ず、ご様子が十分に
お伝えできない時があります。どうか報告書の記述からご本人の様子が見
えてこない時は、「どんな様子であったのか？どんな表情を見せられたの
か？」等など、ご遠慮なくお問い合わせ頂けます様お願い致します。
お電話を受けた職員がすぐにお答えできない場合もありますが、直接処遇
させて頂いた職員に確認して、お返事を差し上げますので、宜しくお願い致
します。

”介護者に太った腹は邪魔”をスローガンに、ダイエットに取り組んで３ヶ月目に入りました。
”野菜を食べる”に徹した結果７９．５Ｋｇ→７３．５Ｋｇ（8/28付）にまで到りました。
事業開始当初の６８Ｋｇまで、頑張ります！
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